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お客様の 推進を支える

アドバイザリー プロフェッショナル オペレーショナル

全世界の エキスパート

11,000
一年間にプロジェクトを完遂

$7.28B
2018のレベニュー

80
カントリー

30+
エコシステムパートナ

As-a-Serviceモデルの推進

アセスメント

ワークショップ

構想計画立案

PoV/PoC

プロジェクト管理

要件定義

基本・詳細設計

構築テスト

移行

運用支援

利活用促進支援

インフラストラクチャー
サポート
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は、すべてのビジネスのコアに

加速と革新のために
適切なテクノロジーを提供

最も効率の高い働き方と
ビジネス価値向上を支援

競合優位性について
より良い経済性を提供



ビジネスにおける の役割は 新たなステージへ

データ活用促進

異業種参入

新データソース

“柔軟さ ・ 迅速性 ・ 複雑さ“

新ビジネスモデル

新顧客

新技術 効率の向上

カスタマー
エクスペリエンス

差別化



ビジネスにおける の役割は 新たなステージへ

データ活用促進

異業種参入

新データソース

“柔軟さ ・ 迅速性 ・ 複雑さ“

新ビジネスモデル

新顧客

新技術 効率の向上

カスタマー
エクスペリエンス

差別化

デジタル
トランスフォーメーション
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実運用に関する市場調査

追加リソース調達に
か月以上かかる

パフォーマンス遅延の
クレームを経験

オーバープロビジョニング
企業平均

コンピュート

ストレージ リソース量変化の未対応
によるダウンタイムを経験



ビジネスが要求する の つの要素とは？
これまでの 調達との比較

リソース調達
何に対して
支払うか

オペレーション

これまで



の つの要素とは？
「 リソース調達」を比較

時間単位は数か月
時間単位は分・時間

現状
把握

予測 購買
リソース
調達 サービス

提供 ニーズ

これまで

マニュアルかつ潜在的
な購買プロセス

オートメーション
素早いプロビジョニング



の つの要素とは？
「支払い」の要素を比較

これまで

予測した必要量全体に対して 使用量に対して



の つの要素とは？
「オペレーション」の要素を比較

これまで

導入計画見直し
停止時間の確保

維持運用にかかる
リソースの有効活用



推量

消費

ビジネス成果に
アライン

マーケットへの
素早い対応

により はどう変わるのか



クラウドとオンプレミス利用の主な理由

・
・
・

40% 80%0%

76%

61%

コスト削減

柔軟性

・
・
・

クラウドを利用する理由

40% 80%0%

68%

55%

コントロール

ビジネス
プロセス維持

オンプレミスを利用する理由

3. Frost & Sullivan 2017 Cloud User Survey
4. 451 Research, "Best of both worlds," November 2016



クラウドのインプリに関して直面しているチャレンジは？
クラウド管理と移行へのチャレンジ

クラウド移行戦略

クラウドインフラの

パフォーマンス最適化

クラウド対応のための

アプリ書き直し

クラウドインフラの

コスト最適化

マイグレーション

インテグレーション

ガバナンス

コンプライアンス
クラウド利点の一方で
現実のチャレンジとは？

コントロール
セキュリティー
コスト



「 」への移行

「 」へ移行
年までにポートフォリオ全体を
サービスとして提供

パブリック

クラウド技術を積極利用



はオンプレミス のリーディングカンパニー

年の実績

戦略的な投資

グローバルスケール
億）以上の契約
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オンプレミス従量課金モデル



オンプレミスの月額従量課金サービス

月次キャパシティ管理
予備バッファ補充

お客様ご指定環境に設置

使用リソース量を測定
月額請求 (従量課金) ※1

故障修理対応

すぐに利用可能な予備バッファ

(※1) 基本使用量（最低料金）が設定されます。

担当
エンジニア
チーム

カスタム
運用支援

(オプション)

導入構築作業

お客様ニーズに合わせた
機器構成



基本使用量（最低料金）が設定されています。
サポート対象の サービスがございます
メータリング対応と非対応のものがあります

HPE SAN 
o Porto 物理マシン

o メモリ
o コア

HPE Storage
o Write GB

ニーズにお応えする豊富な月額課金単位

Azure Service1

o 利用量単位

Backup環境
o 対象容量GB

o 対象 VM数

SAP HANA環境
メモリ使用量GB

Big Data環境
o worker node数

ファシリティー
o データセンター容量



による メリット
ビジネス状況に応じた柔軟なリソース消費

導入後の時間

リスク軽減

最低利用量

実際の利用量

最低
利用量

可
変

20％
XX VM

必要
容量

設置する全容量
ビジネス好調ケース
需要増

％

サーバ 台

％
予備
リソース

％

リソース消費量

月額最低利用料



必要容量が増加するビジネス成長モデルのイメージ
による メリット

これまでのオンプレミス

初期購入
～ ヶ月

～ ヶ月

モデル

～ ヶ月

予備リソース

予備リソース

予備リソース

予備リソース

予備リソース

予備リソース

～ ヶ月



サーバ、ストレージ、 スイッチの使用リソース量を毎日測定
メータリングツールとお客様用ポータルサイト

SSH

利用量を取得
HPE 社内
メールサーバ

HPE レポート
&  

請求用DB

E-メールで
データ転送
データは暗号化

毎日の機器利用量
データ収集

メータリングサーバ
お客様

メールサーバ

SMTP

お客様マシン設置先
HPE

メータリングサーバの要件
システム（仮想マシンでも可）

相当 以上

～ 以上

以上

お客様ポータルサイト
利用量・月額請求額

各種分析レポートをご提供





ユーザー初期画面

サイト
ユーザー管理

自動分析による
推奨事項



この利用推移の場合、
月に設置容量を
超える予測

使用容量の傾向と分析
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をご採用のお客様



をご採用のお客様



をご採用のお客様



お客様からのご評価まとめ

社内で何故パブリックを検討しないのか定
期的にあがっている。

“HPE GreenLakeはオンプレでも柔軟性
があるところがよい”

都度稟議大変・時間がかかる。何故必要なのか
説明が難しい。

“HPE GreenLakeは一度契約すると増設は
HPEがやるので、社内稟議が不要で簡単“

導入したが使用率が低い、ビジネスが
想定通り伸びない場合の対策を考えたい

“HPE GreenLakeは4年、5年と先の
読めない市況の中でITリソースを
HPEがリスクヘッジしてくれる“

社内のビジネス状況に変化があり、
設備投資予算がおりにくい。

“HPE GreenLakeで
キャッシュフロー改善を期待“



の効果

向上
アプリとサービスの展開を加速

向上
グローバル プロジェクトに関す
る展開に係る時間を短縮

のシンプル化
工数削減によりベストな役割へ

削減
運用維持のかかる時間を削減

エコノミクス
初期費用不要、利用量課金
オーバープロビジョニング抑制

削減
オーバープロビジョニングに起
因する設備投資の削減

適切なコントロール
パフオーマンス、レイテンシー、
リスクとコスト、

向上
チームの生産性向上
にかかるサポートを削減の結果



推量

消費

ビジネス成果に
アライン

マーケットへの
素早い対応



ぜひお立ち寄りお待ちしております。

展示ブース案内アンケートのご協力のお願い
アンケートと引き換えにノベルティをお渡しいたします。

講演会場

受付

←本日の講演資料
をご希望の場合、
資料希望の欄に
チェックを入れて
ください。



ありがとうございました


